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１．概要 

Ｍａｃｒｏ５６２７（Ｍ５６２７）はＰＣＩバスに準拠したＥＣ－ＮＥＴコントロール・モジュールです。本モジュールでＥＣ－ＮＥＴ

のスレーブ機器をコントロールすることができます。 

また、スイッチ等を接続できるディジタル入力ポートを持ち、高いリアルタイム性を実現する為に有用です。 

 

２．仕様 

表 ２-１ 仕様一覧 

ＰＣＩインターフェース部  

規格 ＰＣＩ Ｒｅｖ．２．２（ＰＬＸ社ＰＣＩ９０３０を使用） 

メモリ空間, I/O空間 
ＰＣＩ９０３０コンフィグレーション用としてメモリ空間を２５６バイト 
ＴＭＣ２００７０Ａ用にメモリ空間を６４バイト×２ 
ディジタル入力ポートにメモリ空間を１６バイト 

割込み 1 レベル 

ＥＣ－ＮＥＴインターフェース部  

ポート数 ２ 

コントローラ ＴＭＣ２００７０Ａ（スタンダードマイクロシステムズ社製）×２ 

コネクタ ＲＪ－１１×２（６極モジュラコネクタ） 

符号 ＣＭＩ符号 最大２．５Ｍｂｐｓ 

その他 絶縁 終端抵抗内蔵（１００Ω） 

ディジタル入力ポート部   

点数 ４点（フォトカプラによる絶縁） 

入力信号 
接点入力 
ＯＮ時電流５．５～１１．５［ｍＡ］（１２～２４［Ｖ］） 

電源電圧 １０．８［Ｖ］～２６．４［Ｖ］ 

コネクタ 
１０ｐｉｎ 
ＭＣ１．５／１０－ＧＦ－３．５／フェニックスコンタクト社製又は同等品 
（適合プラグ：ＭＣ１．５／１０－ＳＴ－３．５／フェニックスコンタクト社） 

割込み 各点独立して、マスク、エッジ極性の指定可能 

共通事項 

電源 ＤＣ ＋５Ｖ±５％ ＰＣＩバス ２７０ｍＡ（ｔｙｐ．） 

使用条件 
温度 ０～６０℃ 
湿度 ３０～８５％ 
雰囲気 腐食性ガスを含まない大気中 

基板寸法 
１３８．９W × １２０．８H × ２１．６T mm 
（基板部：１２４．９×１０６．７ mm） 
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３．ブロック図 

 

 
図 ３-１ ブロック図 

 

４．コネクタ配置図 

図 ４-１ コネクタ配置図 

 

 
ＣＮ２ ＣＮ３ ＣＮ４ 
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５．メモリマップ 

本ボードには以下のアドレス空間があります。 

（１）ＰＣＩコンフィグレーション・レジスタ 

（２）ローカル・コンフィグレーション・レジスタ 

（３）ＥＣ－ＮＥＴ＃０空間 

（４）ＥＣ－ＮＥＴ＃１空間 

（５）ディジタル入力ポート 

 

５－１．PCI コンフィグレーション・レジスタ 
PCI 規格に準拠したコンフィグレーション・レジスタです。 

ベンダーIDは１７２Ｃ（ＨＥＸ）、デバイスIDは５６２７（ＨＥＸ）となっています。 

ボードのレビジョンは PCI コンフィグレーション・レジスタのPCIREVレジスタで確認可能です。 

 

５－２．ローカル・コンフィグレーション・レジスタ 
この空間はＰＣＩ９０３０の動作を設定するためのレジスタ群です。 

これらは PCIコンフィグレーション・レジスタ内のＰＣＩＢＡＲ０によりアドレスが決まります。 

ローカル・コンフィグレーション・レジスタはメモリ空間上にマッピングされ、２５６バイトの空間を占有します。 

 

次項で記述のＥＣ－ＮＥＴ空間物理バス幅の設定の際、この空間にアクセスする必要があります。 

この空間にある指定以外のレジスタ及びビットへのアクセスは行わないで下さい。本ボード及びパソコンの誤動作の恐

れがあります。 

表 ５-１ ローカル・コンフィグレーション・レジスタ空間 
アドレス 
（ＨＥＸ） 

サイズ 
（ビット） ニーモニック 名前 

＋００ 
｜ 
＋２７ 

－ － 予約済み 

＋２８ ３２ ＬＡＳ０ＢＲＤ Local Address Space 0 Bus Region Descriptor 
＋２Ｃ ３２ ＬＡＳ１ＢＲＤ Local Address Space 1 Bus Region Descriptor 
＋３０ 
｜ 
＋ＦＦ 

－ － 予約済み 

 

５－２－１．Local Address Space 0/1 Bus Region Descriptor（ＬＡＳ０ＢＲＤ：＋２８ｈ，ＬＡＳ１ＢＲＤ：＋２Ｃｈ） 

このレジスタで、ボード内のデータ・バス幅の設定を行います。ＬＡＳ０ＢＲＤ、ＬＡＳ１ＢＲＤはそれぞれＴＭＣ２００７０Ａの

デバイス＃０、＃１に対応します。 

Ｒｅｓｅｖｅフィールドは、リード値と同じ値を書いてください。 

設定変更上の注意は５－４－５．項を参照してください。 

表 ５-２ ＬＡＳ０ＢＲＤ・ＬＡＳ１ＢＲＤ 

ビット ３１～２４ ２３～２２ ２１～０ 

名前 Ｒｅｓｅｒｖｅ Local Bus Width Ｒｅｓｅｒｖｅ 

 

・Ｌｏｃａｌ Ｂｕｓ Ｗｉｄｔｈフィールド 

 データ・バス幅を指定します。００（ＢＩＮ）で８ビット幅、０１（ＢＩＮ）で１６ビット幅です。ＰＣＩｂｕｓのリセット後は０１（ＢＩＮ）、

すなわち１６ビット幅となっております。 

 その他の値に設定しないで下さい。 
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５－３．ＥＣ－ＮＥＴ空間 
ＥＣ－ＮＥＴコントローラＴＭＣ２００７０Ａにアクセスするための空間です。 

デバイス＃０はＰＣＩコンフィグレーション・レジスタのＰＣＩＢＡＲ２、デバイス＃１はＰＣＩＢＡＲ３で配置されます。これらの

空間はメモリ空間に割り当てられ、それぞれ６４バイト占有します。 

物理バス幅の８ビット／１６ビットの切替は、ローカル・コンフィグレーション・レジスタ空間のＬＡＳ０ＢＲＤ、ＬＡＳ１ＢＲＤレ

ジスタとディジタル入力ポート空間のＲＳＴＩＮＴレジスタで設定します。（５－４－５．参照） 

詳細な使用方法は「ＴＭＣ２００７０Ａ Ｄａｔａ Ｓｈｅｅｔ」をご覧下さい。 

 

表 ５-３ ＥＣ－ＮＥＴ空間アドレス・マップ 
アドレス 
（ＨＥＸ） 

ニーモニック 名前 

＋００ ＣＯＭＲ０ ステータス／割り込みマスク・レジスタ 
＋０２ ＣＯＭＲ１ ダイアグノスティク／コマンド・レジスタ 
＋０４ ＣＯＭＲ２ ページ・レジスタ 
＋０６ ＣＯＭＲ３ ページ内アドレス・レジスタ 
＋０８ ＣＯＭＲ４ データ・レジスタ 
＋０Ａ ＣＯＭＲ５ サブアドレス・レジスタ 
＋０Ｃ ＣＯＭＲ６ コンフィグレーション・レジスタ 
＋０Ｅ ＣＯＭＲ７ Tent. ID /Node ID /Setup 1 / Next ID /Setup 2 
＋１０ ＮＳＴ ネットワーク・スタンダード・タイム 
＋１２ ＩＮＴＳＴＡ ＥＣ割り込みステータス 
＋１４ ＩＮＴＭＳＫ ＥＣ割り込みマスク 
＋１６ ＥＣＣＭＤ ＥＣコマンド 
＋１８ ＲＳＩＤ 受信ＳＩＤ 
＋１Ａ ＳＳＩＤ ＳＩＤ 
＋１Ｃ ＲＸＦＨ 受信フラグ（上位側） 
＋１Ｅ ＲＸＦＬ 受信フラグ（下位側） 
＋２０ ＣＭＩＤ クロックマスタ・ノードＩＤ 
＋２２ ＭＯＤＥ 動作モード設定レジスタ 
＋２４ ＣＡＲＲＹ 外部出力用キャリー選択 
＋２６ ＲＸＭＨ 受信モード（上位側） 
＋２８ ＲＸＭＬ 受信モード（下位側） 
＋２Ａ ＭＡＸＩＤ 最大ＩＤの指定 
＋２Ｃ ＮＩＤ 自ノードＩＤの指定 
＋２Ｅ ＰＳ ページサイズの指定 
＋３０ ＣＫＰ 通信速度の指定 
＋３２ ＮＳＴＤＩＦ ＮＳＴ位相差 
＋３４ ＰＩＮＮＦＯ ピン設定情報 
＋３６ Ｎｏｔ Ｕｓｅｄ  
＋３８ Ｎｏｔ Ｕｓｅｄ  
＋３Ａ ＥＲＲＩＮＦＯ エラー情報 
＋３Ｃ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ  
＋３Ｅ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ  
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５－４．ディジタル入力ポート 
ディジタル入力ポート関係のレジスタ群の空間です。 

PCI コンフィグレーション・レジスタ内のPCIBAR４により本空間のアドレスが決定され、１６バイトの空間があります。 

メモリ空間に割り当てられ、物理的なバス幅は８ビットです。ＰＣＩからの１６ビット幅、３２ビット幅のアクセスは、２回、４回

に分けてアクセスされます。本機能の回路には、チャタリング・フィルタ回路が実装されていませんので、使用上注意が必

要です。（５－４－６．項参照） 

オフセット＋５～＋Ｆ（ＨＥＸ）は予約されております。 

 

表 ５-４ ディジタル入力ポート・アドレス・マップ 
アドレス 
（ＨＥＸ） 

ニーモニック レジスタ名 

＋０ DATA データ・レジスタ 
＋１ ISR 割込みステータス・レジスタ 
＋２ POL エッジ極性指定レジスタ 
＋３ IEN 割込みイネーブル・レジスタ 
＋４ RSTINT ＥＣＮＥＴリセット制御割込みステータス・レジスタ 
＋５～＋Ｆ Reserve  予約済み 

 

５－４－１．データ・レジスタ（ＤＡＴＡ：＋０） 

ディジタル入力ポートの状態を見るレジスタです。「１」で入力接点がショートであることを示します。 

リード・オンリです。ライト・アクセスは禁止です。 

表 ５-５ データ・レジスタ 

ビット ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

対応するピン Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＤＩ３ ＤＩ2 ＤＩ1 ＤＩ0 

 

５－４－２．割込みステータス・レジスタ（ＩＳＲ：＋１ｈ） 

入力ポートに変化があったか否かを示します。エッジ極性指定レジスタで指定したレベルの変化があった場合「１」にな

ります。クリアは対応するビットに「１」を書きこむ事により行います。ＰＣＩバスへの割込みは割込みイネーブル・レジスタに

て、イネーブルとなっているビットのみ駆動します。また、本レジスタは割り込みイネーブル・レジスタには影響されません。 

「０（ゼロ）」のライトは無意味です。ＰＣＩｂｕｓのリセット時「０（ゼロ）」になります。 

表 ５-６ 割込みステータス・レジスタ 

ビット ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

対応するピン Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＤＩ３ ＤＩ2 ＤＩ1 ＤＩ0 

 

５－４－３．エッジ極性指定レジスタ（ＰＯＬ：＋２ｈ） 

入力ポートの状態に変化があった事を検出するため、ＯＮ→ＯＦＦ又はＯＦＦ→ＯＮどちらの検出をするか指定するレジ

スタです。検出した結果は、割込みステータス・レジスタに反映されます。 

「１」の時ＯＦＦ→ＯＮの変化で割込みステータス・レジスタが「１」になります。ＰＣＩｂｕｓのリセット時「０（ゼロ）」になります。 

 

表 ５-７ エッジ極性指定レジスタ 

ビット ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

対応するピン Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＤＩ３ ＤＩ2 ＤＩ1 ＤＩ0 
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５－４－４．割込みイネーブル・レジスタ（ＩＥＮ：＋３ｈ） 

割込みを許可するレジスタです。「１」を設定すると、エッジ極性レジスタでの設定の変化があった場合、ＰＣＩバスの割

込み信号を駆動します。リセット時は「０（ゼロ）」になります。リード時は設定値が読めます。 

表 ５-８ 割込みイネーブル・レジスタ 

ビット ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

対応するピン Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＤＩ３ ＤＩ2 ＤＩ1 ＤＩ0 

 

５－４－５．ＥＣ－ＮＥＴリセット制御割込みステータス・レジスタ（ＲＳＴＩＮＴ：＋４ｈ） 

ＥＣ－ＮＥＴデバイスのリセット制御と、ＥＣ－ＮＥＴデバイスの割込み状態を示すレジスタです。 

表 ５-９ ＥＣ－ＮＥＴリセット制御割込みステータス・レジスタ 

ビット ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

対応するピン Ｒｅｓｅｒｖｅ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＩＮＴ１ ＩＮＴ０ Ｗ１６ Ｒｅｓｅｒｖｅ ＲＳＴ１ ＲＳＴ０ 

 

・ＲＳＴ０／ＲＳＴ１ 

ＲＳＴ０、ＲＳＴ１ビットは「１」で各ＥＣ－ＮＥＴデバイスをリセットします。リード時は書き込んだ値が読めます。ディジタル

入力ポートのほかのレジスタには影響を与えません。これらのビットはＰＣＩｂｕｓのリセット時１となりますので、使用前に「０

（ゼロ）」にクリアする必要があります。 

 

・Ｗ１６ 

ＥＣ－ＮＥＴ空間の物理バス幅の設定に使用します。このビットはＴＭＣ２００７０ＡのＷ１６ピンに接続されており、「１」の

時Ｈｉｇｈで１６ビット幅。「０（ゼロ）」の時Ｌｏｗで８ビット幅です。リセット後は「１」となっております。この設定はＰＣＩ９０３０の

ローカル・コンフィグレーション空間のＬＡＳ０ＢＲＤ（＋２８ｈ）、ＬＡＳ１ＢＲＤ（＋２Ｃｈ）のＬｏｃａｌ ｂｕｓ ｗｉｄｔｈフィールド（ビッ

ト２３、２２）の設定と整合させる必要があります。 

これらの設定は、前項のＲＳＴ０、ＲＳＴ１ビットを解除（０に）する前に行ってください。また一度ＲＳＴ０、ＲＳＴ１ビットを解

除した後の設定変更は、ＲＳＴ０、ＲＳＴ１ビットを「１」にしリセットを行っている間に操作してください。 

表 ５-１０に設定の表、図 ５-１、図 ５-２に設定の手順を示します。 

 

表 ５-１０ 物理バス幅の設定 
設定 

目的 ＴＭＣ９００７０の設定 ＰＣＩ９０３０ 
ローカルバス幅設定 

ＰＣＩ９０３０ 
ローカルバス幅設定 

アドレス空間 ディジタル入力ポート 
ＰＣＩ９０３０ 

ローカル・コンフィグレーション 
ＰＣＩ９０３０ 

ローカル・コンフィグレーション 
オフセット（ＨＥＸ） ＋４ ＋２８ ＋２Ｃ 
サイズ（ビット） ８ ３２ ３２ 

物理バス幅 

ビット位置 
（ＬＳＢ：ビット０） 

３ ２３，２２ ２３，２２ 

１６ビット 
（ＰＣＩリセット時の 
デフォルト設定） 

１ ０１ ０１ 

８ビット 

 

０ ００ ００ 
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ＰＣＩリセット

ＲＳＴＩＮＴレジスタの
ＲＳＴ０，ＲＳＴ１ビットを
０に設定

以降ＥＣ－ＮＥＴ空間へ
のアクセスが可能になる

 

図 ５-１ １６ビット幅で使用する場合 

 

 

 

 

 

ＰＣＩリセット

ＲＳＴＩＮＴレジスタの
Ｗ１６ビットを
０に設定

ＬＡＳ０ＢＲＤ，
ＬＡＳ１ＢＲＤレジスタの
Ｌｏｃａｌ　Ｂｕｓ　Ｗｉｄｔｈ
ビットを００に設定

ＲＳＴＩＮＴレジスタの
ＲＳＴ０，ＲＳＴ１ビットを
０に設定

以降ＥＣ－ＮＥＴ空間へ
のアクセスが可能になる

この順番は
逆でも良い

 

図 ５-２ ８ビット幅で使用する場合 

 

 

 

・ＩＮＴ０／ＩＮＴ１ 

ＩＮＴ０、ＩＮＴ１ビットは「１」の時、ＥＣ－ＮＥＴデバイスが割込み信号を駆動している事を示します。ＩＮＴ１はＥＣ－ＮＥＴ

デバイス＃１、ＩＮＴ０はデバイス＃０に対応しています。ラッチ等はしておらず、ＴＭＣ２００７０Ａのピンの状態がそのまま

読めます。ライト値は無視されます。 

Ｒｅｓｅｒｖｅビットは、リード値は不定で、ライト時は「０（ゼロ）」として下さい。 
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５－４－６．チャタリングの対処方法 

ディジタル入力ポートには、チャタリング除去機能はありません。したがって接続する機器によってはソフトウェアにより、

チャタリング対策を行わなければなりません。チャタリングの時間は一般的には数ｍｓですが、機器により異なりますので

最適な時間で対策を行ってください。 

図 ５-３ 割り込み／ステータス変化のタイミング 

 

図 ５-４ 割り込みステータスのクリアが早すぎる場合 

 

図 ５-５ 割り込みステータスのクリアが遅すぎる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力信号 
1
0

割り込み／ 
ステータス 

1
0

最初にステータスが変化し割り込みが発生する 

チャタリング 

入力信号 
1
0

割り込み／ 
ステータス 

1
0

割り込み発生 

割り込みステータス・レジスタに 
「１」を書きクリア 

再び割り込みが発生してしまう 

1
0

割り込み／ 
ステータス 

1
0

割り込み発生 割り込みステータス・レジスタに 
「１」を書きクリアするが、 

入力の変化を見落す 

入力信号 
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６．ＥＣ－ＮＥＴインターフェース 

６－１．通信ポート 
 

６－１－１．通信速度 

 本ボードではＴＭＣ２００７０Ａに２０ＭＨｚのクロックを供給しています。よって最大の通信速度は２．５Ｍｂｐｓとなります。 

 本ボードには、通信ラインにパルストランスが挿入されています。パルストランスは通信速度が遅くなると、サグが大きく

なり、伝送距離に影響を与えます。逆に、ケーブルの減衰は通信速度が速くなるほど大きくなります。通信路の波形を観

測して検討していただくことお勧めします。 

 

６－１－２．コネクタ 

 通信コネクタの信号配列は図 ６-１、表 ６-１の通りです。 

 適合コネクタは、ＲＪ－１１型です。 

１ピン ６ピン  
図 ６-１ 通信コネクタのピン番号 

 

表 ６-１ 通信コネクタの信号表 
ピン番号 信号名 意味 

１ ＮＣ 未接続 
２ ＮＣ 未接続 
３ ＳＤ－ 送受信データ－  
４ ＳＤ＋ 送受信データ＋  
５ ＮＣ 未接続 
６ ＮＣ 未接続 

 

 

６－１－３．ケーブル 

 本ボードでは、終端抵抗に１００Ωを実装しております。１００Ωのインピーダンスを持ったケーブルを使用することを推

奨致します。例としては、ＬＡＮ用のツイストペアケーブル（ＴＩＡ／ＥＩＡ－５６８Ａ）が挙げられます。 

 ネットワークの最大距離は通信速度、ノード数、ノード間の距離やノイズ環境等に影響されます。敷設の後、十分評価し

てから使用してください。 
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６－２．ＴＭＣ２００７０の設定 
本ボードでは、ＴＭＣ２００７０を以下の様に設定しております。 

 

表 ６-２ ＴＭＣ２００７０の設定 
ピン名 機能 設定 意味 

nRWM/SCM[1] ＣＰＵタイプの指定 Ｈｉｇｈ インテルタイプ 
nMUX/SCM[0] アドレス・マルチプレクス選択 Ｈｉｇｈ アドレス・マルチプレクスしない 
nEHWR/NSTC[2] ライト・タイミング選択 Ｌｏｗ ライト信号がｎＣＳ信号より先に立ち上がる 
nEHRD/NSTC[1] リード・タイミング選択 Ｈｉｇｈ リード信号がアドレス、ｎＣＳ信号より後にＬｏｗになる 

W16/SCM[2] データ・バス幅選択 － 
ディジタル入力ポート空間のＲＳＴＩＮＴレジスタのＷ１６ビ
ットによる 
５－４－５．参照 

nSWAP/SCM[3] データ・バス・バイト・スワップ Ｈｉｇｈ ８ビット幅設定時の奇数アドレスは上位バイト 

nDSINV/CMIERRMD データ・ストローブ極性指定 Ｈｉｇｈ ｎＤＳピンはアクティブＬｏｗ。 
（このピンは使用しない） 

PS[1:0] ページ・サイズ指定 １１（ＢＩＮ） ページ・サイズは３２バイト 
ページ・サイズはレジスタにて設定してください。 

MAXID[4:0] ＭＡＸＩＤ番号設定 ３１（ＤＥＣ） ＭＡＸＩＤは３１ 
ＭＡＸＩＤはレジスタにて設定可能 

NID[4:0] 自ノードＩＤ設定 ３１（ＤＥＣ） 自ノードＩＤは３１ 
自ノードＩＤはレジスタにて設定可能 

NSTPRE[2:0] ＮＳＴ分解能設定 － ディップ・スイッチＳ１、Ｓ２のビット４～５による 
８－２－２．参照 

nSTALONE スタンドアローン・モード指定 Ｈｉｇｈ ペリフェラルモード 

WPRE/SPRE[2:0] ワーニング・タイマー分解能 － ディップ・スイッチＳ１、Ｓ２のビット１～３による 
８－２－１．参照 

nDIAG ダイアグ・モード － ディップ・スイッチＳ１、Ｓ２のビット７による 
８－２－３．参照 

CKP[2:0] 通信速度用プリスケーラ設定 １１１（ＢＩＮ） 通信速度用プリスケーラは、レジスタにて設定してくださ
い。 

NSTC[3],NSTC[0] ＮＳＴキャリー出力桁指定 － ＮＳＴキャリー出力桁はレジスタにて設定してください。 
nCMIBYP ＣＭＩバイパス指定 Ｈｉｇｈ ＣＭＩ符号・復号回路を使用する 
nHUBON ＨＵＢ機能のＯＮ／ＯＦＦ Ｈｉｇｈ ＨＵＢ機能はＯＦＦ 
nOPMD 光トランシーバ・モード Ｈｉｇｈ 非光トランシーバー・モード 
TXENPOL ＴＸＥＮの極性指定 Ｈｉｇｈ ＴＸＥＮ、ＴＸＥＮ２ピンは正論理 

ET1 拡張タイマ設定１ Ｈｉｇｈ 
ＥＴ１ピンは１ 
レジスタのＥＴ１ビットを１にすると、拡張タイマがイネーブ
ルとなる。 
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６－３．その他の接続 
 

６－３－１．動作クロック 

２０ＭＨｚのクロックが供給されています。 

 

６－３－２．リセット 

ＴＭＣ２００７０Ａのハードウェア・リセットはＰＣＩｂｕｓのリセットまたは、ディジタル入力ポート空間のＲＳＴＩＮＴレジスタのＲ

ＳＴ０、ＲＳＴ１ビットにより行えます。また、これらのビットはＰＣＩｂｕｓのリセットで「１」（リセット状態）になり、「０（ゼロ）」に設定

するまでこの状態を保持します。したがって、ＴＭＣ２００７０Ａへアクセスする前に「０（ゼロ）」を設定し、ＴＭＣ２００７０Ａのリ

セットを解除して下さい。 

 

図 ６-２ ＴＭＣ２００７０ＡのｎＲＥＳＥＴ接続 

 

 

 

RST0/1 ビット 

RST#(PCIbus) 
nRESET 

(TMC20070A) 
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７．ディジタル入力ポート 

７－１．回路 
ディジタル入力ポートはフォトカプラによって絶縁されています。耐圧は５００Ｖです。 

外部電源は、ＤＣ１２Ｖ～２４Ｖ（±５％）です。ＯＮ時の電流は５．５ｍＡ（１２Ｖ時）、１１．５ｍＡ（２４Ｖ時）です。 

本ボート内には保護回路がありません。過大な電流が流れると異常な高温になり危険です。電源（ＤＩＣＯＭ＋，ＤＩＣＯ

Ｍ－）に１Ａ以上の電流が流れない様、保護素子（ヒューズ等）を挿入する等の対策を施してしてください。 

 

 
図 ７-１ ディジタル入力ポート内部と接続例 
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７－２．コネクタ外形 
 コネクタはＭＣ１．５／１０－ＧＦ－３．５／（フェニックスコンタクト社製）又は同等品を使用しています。１ピンの位置は

下図の通りです。 

 
図 ７-２ ディジタル入力ポート・コネクタ 

 

 

７－３．コネクタ信号表 
表 ７-１ コネクタ信号表  
ピン番号 信号名 

１ ＤＩＣＯＭ＋ 
２ ＤＩ０＋ 
３ ＤＩ０－ 
４ ＤＩ１＋ 

５ ＤＩ１－ 
６ ＤＩ２＋ 
７ ＤＩ２－ 
８ ＤＩ３＋ 
９ ＤＩ３－ 

１０ ＤＩＣＯＭ－ 
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８．ジャンパ／スイッチ設定 

 本ボードには以下の設定機能があります。 

 

８－１．ＥＣ－ＮＥＴ終端設定ジャンパ（Ｊ３・Ｊ６） 
ＥＣ－ＮＥＴの通信回線の終端設定を行うジャンパ・ポストです。 

各ジャンパ・ポストと機能の関係を図 ８-２に示します。 

出荷時設定は、どちらもショートされております。 

 

 
図 ８-１ 終端設定ジャンパ・ポストの位置 

 

 

図 ８-２ 終端設定ジャンパ付近の回路 
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８－２． EC-NET動作設定スイッチ 
ディップ・スイッチＳ１とＳ２は、ＴＭＣ２００７０Ａの動作設定を行うスイッチです。ディップ・スイッチＳ１はＥＣ－ＮＥＴデバイ

ス＃０、ディップ・スイッチＳ２はＥＣ－ＮＥＴデバイス＃１に対応しています。 

 

図 ８-３ ディップ・スイッチＳ１・Ｓ２の位置 

 

８－２－１．ワーニング・タイマー分解能設定 

 ディップ・スイッチＳ１、Ｓ２のビット１～３は、ＴＭＣ２００７０Ａのワーニング・タイマー分解能の設定に使用します。 

 ビット１～３はＷＰＲＥ［０］～ＷＰＲＥ［２］に対応し、ＯＮで「０（ゼロ）」となります。 

 クロックは２０ＭＨｚを使用していますので、設定と分解能は表 ８-１の通りになります。 

 

表 ８-１ ワーニング・タイマー分解能の設定 
 設定   値  
ビット３ ビット２ ビット１ ＷＰＲＥ［２］ ＷＰＲＥ［１］ ＷＰＲＥ［０］ 

分解能 
［μｓ］ 

備考 

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ０ ０ ０ ２５．６  
ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ０ ０ １ ５１．２  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ０ １ ０ １０２．４  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ０ １ １ ２０４．８ 出荷時設定 
ＯＦＦ － － １ Ｘ Ｘ 設定禁止  
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８－２－２．ＮＳＴ分解能設定 

ディップ・スイッチＳ１、Ｓ２のビット４～６はＮＳＴ分解能の設定に使用します。 

ビット４～６はＮＳＴＰＲＥ［０］～ＮＳＴＰＲＥ［２］に対応し、ＯＮで「０（ゼロ）」となります。 

クロックは２０ＭＨｚを使用していますので、設定と分解能は表 ８-２の通りになります。 

 

表 ８-２ ＮＳＴ分解能の設定 
 設定   値  
ビット６ ビット５ ビット４ ＮＳＴＰＲＥ［２］ ＮＳＴＰＲＥ［１］ ＮＳＴＰＲＥ［０］ 

分解能 
［μｓ］ 

備考 

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ０ ０ ０ １．６  
ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ０ ０ １ ３．２  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ０ １ ０ ６．４  
ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ０ １ １ １２．８  
ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ １ ０ ０ ２５．６ 出荷時設定 
ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ １ ０ １ ５１．２  
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ １ １ ０ １０２．４  
ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ １ １ １ ２０４．８  

 

 

８－２－３．ダイアグ・モードの設定 

 ディップ・スイッチＳ１とディップ・スイッチＳ２のビット７はＴＭＣ２００７０Aのダイアグ・モードの設定に使用します。ＯＮでダ

イアグ・モード。ＯＦＦで通常動作です。出荷時設定はＯＦＦです。 

 


